
◎ 本日はお忙しい中、2018年度 第１四半期 決算説明の電話会議にご参加頂きまして、
誠にありがとうございます。

◎ 説明に先立ちまして、7月に発生した西日本における豪雨により、
亡くなられた方々にお悔やみ申し上げますとともに、
被災された方々に、心よりお見舞い申し上げます。

◎ 当社グループでは、主に航空運送を通して、被災地の支援に取り組んでいます。
一日も早い復興を、心よりお祈り申し上げます。

◎ それでは、説明を始めさせて頂きます。
最初にスライドの3ページをご覧下さい。
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◎ 業績ハイライトです。

◎ 当第1四半期の営業利益は、前年同期から53億円減少して、200億円となりました。

◎ 純利益は、349億円減少して、161億円となりました。
昨年度の第1四半期に、Peach Aviationの連結化による株式評価益として、
約340億円の特別利益を計上しました。
当第1四半期は、この反動により、純利益が減少しています。

◎ 4ページをご覧ください。
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◎ 連結決算の概要です。

◎ 売上高は、前年同期から331億円、7パーセント増加して、4,848億円となりました。
国際線事業を中心に、旅客並びに貨物需要を着実に取り込みました。

◎ 一方、営業費用は、385億円、9パーセント増加して、4,648億円となりました。
年度計画に従って、「安全・品質サービス」並びに「人」に係るコストを掛けたほか、
原油市況の上昇に伴って、燃油費が増加したこと等が影響しています。

◎ この結果、営業利益は200億円、経常利益は194億円、
親会社株主に帰属する四半期純利益は161億円となりました。

◎ 5ページをご覧ください。
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◎ 財政状態です。

◎ 総資産は、前年度 期末より317億円増加して、2兆5,942億円となりました。

◎ 自己資本は、167億円増加して、1兆53億円となり、
自己資本比率は、38.8パーセントとなりました。

◎ 有利子負債は、8,234億円となり、
デット・エクイティ・レシオは、0.8倍となりました。

◎ ６ページをご覧ください。
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◎ キャッシュフローです。

◎ 営業キャッシュフローは、810億円の収入となりました。

◎ 投資キャッシュフローは、航空機を中心とした設備投資等により、
609億円の支出となりました。

◎ 財務キャッシュフローは、借入金の返済や社債の償還、配当金の支払等により、
105億円の支出となりました。

◎ 下から3段目に記載の通り、
3ヶ月超の定期・譲渡性預金の資金移動を除いた投資キャッシュフローから算出する、
実質フリーキャッシュフローは、124億円の収入となりました。

◎ 7ページをご覧ください。
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◎ セグメント別の実績です。

◎ 航空事業に加えて、航空関連事業、商社事業で増収となりました。
旅行事業は、国内旅行の販売額が減少した影響により、減収となりました。

◎ 続きまして、航空事業の詳細についてご説明します。
10ページをご覧ください。

7



8



9



◎ 航空事業における営業利益の、前年同期比較です。

◎ 売上高は、295億円の増加となりました。
ご覧の通り、ANAとLCCの全事業で増収となりました。

◎ 営業費用は、344億円の増加となりました。
「ユニバーサルなサービス」の提供を含めた、空港における品質向上策や、
事業拡大に備えた、人財リソースの確保など、
経営の基盤固めとして、今年度の戦略に織り込んだ項目を、計画通りに進めました。

◎ これらの結果、航空事業の営業利益は、前年同期から48億円減少して、
183億円となりました。

◎ なお、燃油費について、今年度は、既に燃油ヘッジの対応が完了していますが、
燃油サーチャージ収入は、実際の市況推移から数ヶ月遅れて運賃に反映するため、
第1四半期は、燃油費が先行して増加しています。

◎ 12ページをご覧ください。
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◎ 国内旅客の状況です。

◎ 左の図は、第1四半期の増収額、20億円の要因分析です。

◎ 旅客数要因では、45億円の増収となりました。
ビジネス需要を安定的に維持しながら、レジャー需要を取り込んだほか、
訪日旅客を対象とした国内線の利用促進にも取り組みました。

◎ 一方、単価要因では、低需要便を対象としたプロモーション運賃の投入など、
収入の拡大を目的とした、柔軟な運賃施策を展開したことにより、
25億円の減収となりました。

◎ 右の図は、四半期別の実績推移をお示ししています。
需給適合を推進してきた結果、座席利用率は、66.4パーセントとなり、
第1四半期の実績として、過去最高を更新しました。

◎ 14ページをご覧ください。
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◎ 国際旅客の状況です。

◎ 左の図をご覧ください。
第1四半期の増収額、170億円の要因分析です。

◎ 旅客数要因では、生産量の拡大に合わせ、
各営業施策を強化して需要を取り込んだ結果、165億円の増収となりました。

◎ 単価要因では、堅調な需要動向を背景に、イールドマネジメントを徹底した中で、
客体・路線構成が変化したこと等により、5億円の増収となりました。

◎ 続いて、15ページをご覧ください。
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◎ 方面別の供給と需要の推移です。

◎ 当第1四半期の旅客キロは、全方面で前年を上回る実績となりました。

◎ 左下にお示しした中国方面では、
日本発のビジネス需要と、中国発の訪日旅客をターゲットに、双方向で需要を取り込んだ結果、
座席キロが前年並みに推移した中で、旅客キロは約1.3倍に拡大しました。
座席利用率も約75パーセントとなり、前年から大幅な伸びとなりました。

◎ また、6月に羽田―バンコク線を増便しましたが、
羽田と成田を合わせた、バンコク線全体の座席利用率は、
6月、7月ともに、80パーセント前後となっており、順調に推移しています。

◎ 20ページをご覧ください。
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◎ 国際貨物の状況です。

◎ 左の図は、第1四半期の増収額、50億円の要因分析です。

◎ 重量要因では、日本発着の輸出入貨物の取り込みが奏功した結果、
5億円の増収となりました。

◎ 単価要因では、堅調な需要動向を背景に、販売レートの向上に取り組んだこと等により、
45億円の増収となりました。

◎ 右の図は、輸出入貨物の総需要と、当社グループ実績の推移です。
水色の折れ線グラフは、単価の前年比をお示ししていますが、
昨年度の第1四半期より、2割前後の高い伸び率を維持しています。

◎ 引き続き、フレイターを含めた貨物便ネットワークの最適化を図りながら、
旺盛な需要を効率的に取り込んでいきます。

◎ 21ページをご覧ください。
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◎ LCC事業の実績です。
本スライドの数値は、Peach Aviationと、バニラエアの合算値をお示ししています。

◎ 売上高は前年同期から17億円増加して、211億円となりました。
2社合計の座席利用率は、86.4パーセントとなり、高い水準を維持しています。

◎ 3月末から就航した、バニラエアの、福岡－台北線や、
4月末から就航した、Peach Aviationの、那覇－高雄線においては、
第1四半期の座席利用率が、いずれも約90パーセントとなり、好調な滑り出しとなりました。
日本発のレジャー需要や、海外発の訪日旅客を中心に、新しい需要を創出しています。

◎ 次の22ページに、LCC各社の輸送実績をお示ししていますので、ご確認ください。

◎ 最後に、25ページをご覧ください。
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◎ ボーイング787型機の運航について、ご説明します。

◎ 当社グループが採用している、ロールスロイス社製エンジンの点検と整備に伴い、
7月上旬から国内線の一部を欠航しています。
ご利用のお客様をはじめとする関係者の皆さまに、
ご心配とご迷惑をお掛けしていることを、お詫び申し上げます。

◎ ご覧の通り、今年4月に、国土交通省から最初の技術指示が発行されました。
整備対応を強化するため、法制化された点検を確実に実施して安全性を担保した上で、
運航を行ってきました。

◎ その後、6月に発行された追加の技術指示により、点検の対象となるエンジン台数が拡大しました。
このような中、メーカーからの部品供給が逼迫して、
運航に必要な機材数を確保することが困難となり、
やむを得ず、7月以降、国内線の一部の運航ダイヤを欠航することとしました。

◎ 今後の対応として、9月以降は、1日あたりの欠航便数を抑制しながら、
運航への影響を縮小していく方針です。
また、10月末以降については、安全を最優先に、年度当初の事業計画を見直し、
生産量を予め抑制した運航ダイヤを設定することで、
直前の欠航や機材変更などを、極力回避したいと考えています。
修正計画に基づいた生産量等の詳細については、8月下旬に公表する予定です。

◎ これからも、関係先と協力しながら本件について適切に対応し、
安全運航の確保に万全を期していくとともに、堅調な需要を着実に取り込んでまいりますので、
皆さまのご理解を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。

◎ 以上で私からの説明を終わります。ご清聴、ありがとうございました。
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